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       （旧騎西高校内） 
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∇
２
月
１
日 

・
平
成
24
年
第
１
回
臨
時
会 

（
加
須
市
騎
西
総
合
支
所
議
場
） 

∇

２
月
９
日 

・
総
務
教
育
常
任
委
員
会 

（
旧
騎
西
高
校
会
議
室
） 

∇

２
月
17
日 

 

・
産
業
厚
生
常
任
委
員
会 

 
 

（
旧
騎
西
高
校
会
議
室
） 

∇

２
月
28
日 

 

・
双
葉
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合
議
会
定
例
会 

（
郡
山
市
県
中
浄
化
セ
ン
タ
ー
） 

∇

３
月
２
日 

 

・
議
会
全
員
協
議
会
（
旧
騎
西
高
校
会
議
室
） 

∇

３
月
４
日 

 

・
東
日
本
大
震
災
犠
牲
者
合
同
慰
霊
式 

（
い
わ
き
市
せ
き
の
ホ
ー
ル
） 

∇

３
月
５
日 

・
議
会
運
営
委
員
会 

・
議
会
全
員
協
議
会
（
旧
騎
西
高
校
会
議
室
） 

∇

３
月
８
日
・
９
日 

 

・
国
・
東
京
電
力
へ
要
望
活
動 

∇

３
月
12
日
～
19
日 

 

・
平
成
24
年
第
１
回
双
葉
町
議
会
定
例
会 

（
加
須
市
騎
西
総
合
支
所
議
場
） 

∇

３
月
15
日 

 

・
加
須
市
立
騎
西
中
学
校
卒
業
式 

（
騎
西
中
学
校
体
育
館
） 

∇

３
月
20
日 

 

・
百
歳
高
齢
者
賀
寿
贈
呈
式
（
福
島
市
） 

∇

３
月
23
日 

 

・
加
須
市
立
騎
西
小
学
校
卒
業
式 

（
騎
西
小
学
校
体
育
館
） 

∇

３
月
25
日 

 

・
町
表
彰
式
（
旧
騎
西
高
校
会
議
室
） 

《
議 

会 

の 

う 

ご 

き
》 

∇

３
月
27
日 

 

・
双
葉
地
方
町
村
議
会
議
長
会
要
望
活
動 

∇

４
月
５
日 

 

・
福
島
県
・
福
島
県
議
会
へ
表
敬
訪
問 

∇

４
月
10
日 

 

・
双
葉
高
校
入
学
式
（
い
わ
き
明
星
大
学
） 

∇

４
月
11
日 

 

・
議
会
全
員
協
議
会
（
旧
騎
西
高
校
会
議
室
） 

 

・
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会 

∇

４
月
12
日 

 

・
双
葉
町
役
場
機
能
本
体
を
福
島
県
内
に
戻
す

た
め
の
調
査
特
別
委
員
会 

 
 

（
旧
騎
西
高
校
会
議
室
） 

∇

４
月
18
日 

 

・
東
電
福
島
第
一
原
発
事
故
被
災
市
町
村
議
会

連
絡
協
議
会
役
員
会
、
代
議
員
総
会 

 
 

（
田
村
市
役
所
常
葉
行
政
局
、
常
葉
公
民
館
） 

∇

４
月
25
日 

 

・
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
立
入
り 

∇

５
月
11
日 

 

・
全
国
原
子
力
発
電
所
所
在
市
町
村
協
議
会 

総
会
（
全
国
町
村
会
館
） 

∇

５
月
12
日 

 

・
双
葉
町
商
工
会
総
会
（
あ
だ
た
ら
商
工
会
） 

∇

５
月
15
日 

 

・
議
会
全
員
協
議
会
（
旧
騎
西
高
校
会
議
室
） 

 

・
町
民
と
の
懇
談
会
（
旧
騎
西
高
校
体
育
館
） 

∇

５
月
16
日
・
17
日 

 

・
双
葉
町
役
場
機
能
本
体
を
福
島
県
内
に
戻
す

た
め
の
調
査
特
別
委
員
会 

 
 

（
旧
騎
西
高
校
会
議
室
） 

∇

５
月
17
日
・
22
日 

 

・
東
電
福
島
第
一
原
発
事
故
被
災
市
町
村
議
会

連
絡
協
議
会
要
望
活
動 

∇

５
月
31
日 

 

・
双
葉
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合
議
会
定
例
会 

 

 

福島県知事・福島県議会を訪問 
【４月５日】 

 三月定例議会で双葉町役場機能本体を福島県内に

戻すことについて決議したことや調査特別委員会を

設置したことなどの説明や協力要請、あぶくま高原

道路の無料化などをお願いしてまいりました。 

 

『編
集
後
記
』 

議
員
８
名
で
ス
タ
ー
ト
し
て
５
ヶ
月
が
経
ち
、

何
も
変
わ
ら
ぬ
１
年
が
過
ぎ
、
春
が
来
ま
し
た

が
、
ま
だ
何
も
決
ま
っ
て
い
な
い
こ
と
に
苛
立
ち

を
感
じ
、
心
を
痛
め
て
い
ま
す
。 

町
に
お
い
て
も
色
々
な
問
題
が
山
積
み
で
す

が
、
議
員
一
同
、
皆
様
と
と
も
に
復
興
復
旧
に
向

け
て
進
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

議
会
だ
よ
り
を
発
行
す
る
に
あ
た
り
、
皆
様
の

意
見
も
頂
け
る
と
嬉
し
く
思
い
ま
す
の
で
、
是
非

ご
一
報
い
た
だ
け
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。 

避
難
し
て
い
る
中
、
皆
様
に
は
健
康
に
留
意
さ

れ
、
ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、

編
集
後
記
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 

（
羽
山
） 

【
編
集
委
員
】 

委
員
長 

 

菅
野
博
紀 

副
委
員
長 

白
岩
寿
夫 

委 
 

員 

羽
山
君
子 

委 
 

員 

高
萩
文
孝 

 

【備品購入契約の締結】 

 個人用電子式線量計 1,060 台の購入。 

植田電気株式会社が 5,565 万円で決定。 

【双葉町東日本大震災復興基金条例の制定】 

 福島県市町村復興支援交付金を町民の皆様の生活の安定や地域経

済の復興の財源として活用 

【平成２３年度一般会計補正予算】総額６２億８，５３５万４千円 

【平成２３年度国民健康保険特別会計補正予算】 

総額１０億４，３０２万１千円 

〈
町
民
の
皆
様
へ
〉 

 
 
 

双
葉
町
議
会
議
長 

佐
々
木 

清
一 

 

東
日
本
大
震
災
・
原
発
事
故
に
よ
り
、
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
か

ら
早
一
年
を
経
過
し
ま
し
た
。
私
た
ち
町
民
に
は
未
だ
に
将
来
の
希
望
も
光

を
見
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。
精
神
苦
痛
も
極
限
に
来
て
い
る
こ
と
と
察
し

ま
す
。 

 

私
た
ち
議
会
も
町
民
の
付
託
を
受
け
、
当
選
し
て
か
ら
半
年
を
経
過
し
ま

し
た
。
町
民
と
の
懇
談
会
に
よ
り
出
さ
れ
た
意
見
等
を
集
約
し
、
県
・
国
へ

の
要
望
活
動
を
実
施
し
た
り
、
現
況
を
訴
え
た
り
し
て
お
り
ま
す
が
、
現
在

の
補
償
・
賠
償
は
納
得
い
く
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

今
般
、
双
葉
町
に
中
間
貯
蔵
の
設
置
が
国
よ
り
示
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

補
償
・
賠
償
が
最
優
先
で
あ
り
、
中
間
貯
蔵
の
議
論
を
す
る
段
階
で
は
な
い

と
国
に
は
き
っ
ぱ
り
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。
議
会
の
中
で
も
現
在
は
議
論

し
て
お
り
ま
せ
ん
。
す
べ
て
町
民
の
意
見
を
聞
い
て
か
ら
と
話
し
て
お
り
ま

す
。
「
条
件
闘
争
」
で
す
。
国
の
責
任
に
お
い
て
、
町
民
が
ふ
る
さ
と
に
帰

れ
る
日
ま
で
復
興
住
宅
を
作
り
、
生
活
の
場
を
補
償
し
て
い
た
だ
い
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
す
。
議
会
と
し
て
も
今
後
と
も
国
の
出
方
を
し
っ
か
り
見
据

え
て
妥
協
す
る
こ
と
な
く
交
渉
し
て
い
き
ま
す
。 

 

町
民
の
皆
様
に
は
大
変
な
苦
痛
を
与
え
て
お
り
ま
す
が
、
将
来
の
希
望
が

見
え
る
ま
で
健
康
に
は
十
分
留
意
さ
れ
ま
す
よ
う
、
お
祈
り
申
し
上
げ
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。 

国と東京電力へ要望書を提出 

 

【３月８日・９日】  

 東日本大震災及び福島第一原子力発電所事故から１年になろうと

しているにもかかわらず、双葉町民の帰還の見通しもたたないまま厳

しい避難生活を余儀なくされております。補償・賠償や被ばく医療の

対応も進まない状況の中、中間貯蔵施設建設の件、賠償金の件、一時

立ち入りの回数の件、町民の健康に関する件、高速道路無料化延長の

件、住宅支援延長の件、原子力損害賠償紛争審査会の件について、迅

速に実現を図られるよう、国に対して要望してまいりました。また、

東京電力に対し、事故の早期収束と町民の安全安心、作業員の安全・

健康確保の件、賠償の件などについて、早急な対応を要望してまいり

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

と
国
に
は
き
っ
ぱ
り
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。
議
会
の
中
で
も
現
在
は
議
論

し
て
お
り
ま
せ
ん
。
す
べ
て
町
民
の
意
見
を
聞
い
て
か
ら
と
話
し
て
お
り
ま

す
。「
条
件
闘
争
」
で
す
。
国
の
責
任
に
お
い
て
、
町
民
が
ふ
る
さ
と
に
帰

れ
る
日
ま
で
復
興
住
宅
を
作
り
、
生
活
の
場
を
補
償
し
て
い
た
だ
い
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
す
。
議
会
と
し
て
も
今
後
と
も
国
の
出
方
を
し
っ
か
り
見
据

え
て
妥
協
す
る
こ
と
な
く
交
渉
し
て
い
き
ま
す
。 

 

町
民
の
皆
様
に
は
大
変
な
苦
痛
を
与
え
て
お
り
ま
す
が
、
将
来
の
希
望
が

見
え
る
ま
で
健
康
に
は
十
分
留
意
さ
れ
ま
す
よ
う
、
お
祈
り
申
し
上
げ
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。 

町民と議会との懇談会での要望を町に提出 

1 月 17 日～25 日まで行われた町民の皆さんとの懇談会で

は、様々な意見と要望がありました。議会では皆さんから出さ

れた要望をまとめ、2 月 9 日、町に提出しました。内容は、①中

間貯蔵施設建設の件、②役場機能本体を県内に戻すこと、③

仮の町の件、④町民の不公平感をなくすこと、⑤一時立ち入り

の回数の件、⑥子供の将来と健康についてです。 



                                                      
 

        

                                                              

                                                              

                                                              

                                                              

                                                

▼
岩
本
久
人
議
員 

 

こ の よ う な こ と が 決 ま り ま し た 
平成２４年第１回 

 

定 例 会 
 

３月１２日～１９日 

 
平
成
24
年
第
１
回
定
例
会
は
、
３
月
12
日
か
ら

19
日
ま
で
の
８
日
間
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。 

 

条
例
の
制
定
・
改
正
な
ど 

議
案
が
提
出
さ
れ
ま

し
た
。 

 

内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。 

【傍聴者数】 

・１２日・・・１７人 

・１３日・・・２９人 

・１６日・・・１８人 

・１９日・・・３１人 

            

  合 計 ９５人 

     ↓ 

・双葉町民 ２４人 

・町  外 １５人 

・報道関係 ５６人 

《平成 24 年度当初予算》 

総額 62億 4135万円でスタート 
会   計 予 算 額 

一 般 会 計 ４１億９，２００万円 

 

特 

別 

会 

計 

国 民 健 康 保 険 １０億２，４００万７千円 

公 有 林 整 備 事 業 ６０７万６千円 

公 共 下 水 道 事 業 ３億４，０１５万７千円 

工 業 団 地 造 成 事 業 １３万円 

介 護 保 険 ６億２，０６８万７千円 

後 期 高 齢 者 医 療 ５，８２９万２千円 

 

【条例の制定】平成２４年度東日本大震災等による被災者に対する町税の減免に関する条例・・可決 

【条例の一部改正】双葉町職員定数条例・双葉町行政区条例・特別職の職員で非常勤のものの報酬及

び費用弁償に関する条例・職員の特殊勤務手当に関する条例・双葉町東日本大震災復興基金条例・

災害弔慰金の支給等に関する条例・双葉町介護保険条例・東日本大震災による被災者に対する介護

保険料の減免に関する条例・・・以上、可決 

町長等の給与及び旅費に関する条例・・・否決 

【委員の選任】双葉町固定資産評価審査委員（竹原天氏、遠藤直敏氏、横山壽氏）・・・同意 

人権擁護委員の推薦（永野康明氏）・・・適任と認める 

▼
白
岩
寿
夫
議
員 

○
避
難
対
応
に
つ
い
て 

【
質
問
】
町
民
は
公
平
公
正
で
な
い
生

活
を
送
っ
て
い
る 

今
後
、
格
差
の
な

い
支
援
と
的
確
な
情
報
提
供
な
ど
の

施
策
は 

【
答
弁
】
全
国
の
避
難
世
帯
に
電
子
掲

示
板
（
フ
ォ
ト
フ
レ
ー
ム
）
を
配
置
す
る

「
広
報
ふ
た
ば
」
な
ど
紙
ベ
ー
ス
の
情
報

も
内
容
の
充
実
を
図
っ
て
い
く 

○
町
の
復
旧
・復
興
つ
い
て 

【
質
問
】
戻
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
町

づ
く
り
を
考
え
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う

な
考
え
を
持
っ
て
い
る
の
か 

【
答
弁
】
双
葉
町
復
興
ま
ち
づ
く
り
計

画
を
策
定
し
、
今
後
い
つ
の
日
か
町
に

戻
る
こ
と
を
目
標
に
し
、
町
民
の
意
見

を
幅
広
く
拝
聴
し
な
が
ら
、
復
興
計

画
に
反
映
さ
せ
て
い
き
た
い 

○
双
葉
町
と
共
に
学
校
の
復
旧
・復
興

に
つ
い
て 

【
質
問
】
学
校
（
教
育
）
を
ど
の
よ
う
な

か
た
ち
で
作
り
上
げ
て
い
く
の
か 

【
教
育
長
答
弁
】
教
育
委
員
会
と
し
て

は
、
学
校
の
再
開
を
最
重
要
課
題
と

し
、
町
民
の
意
見
を
踏
ま
え
、
町
と
の

十
分
な
協
議
に
よ
り
進
め
た
い 

 
▼
清
川
泰
弘
議
員 

○
今
後
の
双
葉
町
の
進
む
道
に
つ
い
て 

【
質
問
】
2
月
26
日
の
双
葉
郡
8
町

村
長
会
と
国
の
意
見
交
換
会
が
中
止

に
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
出
席
す
べ

き
だ
っ
た
と
思
う
が 

【
答
弁
】
前
例
に
捉
わ
れ
る
こ
と
の
な
い

議
論
が
困
難
と
の
危
惧
、
強
い
不
信
感

と
危
機
感
を
感
じ
た
た
め
、
一
旦
中

止
を
決
定
し
た
も
の
で
、
議
論
の
進
め

方
、
国
の
考
え
方
な
ど
を
確
認
し
、
再

度
協
議
す
る
こ
と
と
し
た 

【
質
問
】
役
場
本
体
機
能
を
県
内
に
戻

す
時
期
と
設
置
場
所
に
つ
い
て
、
町
長

の
考
え
は 

【
答
弁
】
復
興
へ
の
道
（
案
）
の
ア
ン
ケ
ー

ト
、
町
政
懇
談
会
の
内
容
を
検
討
・
分

析
を
行
い
、
町
民
か
ら
意
見
や
ア
イ
デ

ア
を
伺
う
機
会
を
設
け
、
協
議
を
進

め
、
決
定
し
た
い 

【
質
問
】
仮
の
町
に
つ
い
て
、
町
長
の
考

え
は 

【
答
弁
】
避
難
生
活
が
長
期
化
す
る

中
、
集
団
移
転
を
実
施
す
る
こ
と
も

選
択
肢
の
一
つ 

復
興
ま
ち
づ
く
り
の

方
向
性
に
つ
い
て
、
町
民
の
意
見
を
十

分
に
踏
ま
え
、
計
画
を
策
定
し
た
い 

 

▼
菅
野
博
紀
議
員 

○
双
葉
町
弁
護
団
に
つ
い
て 

【
質
問
】着
手
金
に
つ
い
て
、
双
葉
町
弁

護
団
は
２
万
円
（
本
人
１
万
円 

町
１

万
円
）
、
東
京
は
個
人
１
万
円 

金
額

の
違
い
で
何
が
変
わ
る
の
か 

【
答
弁
】
依
頼
本
人
の
負
担
は
、
変
わ

り
あ
り
ま
せ
ん 

【
質
問
】
双
葉
町
弁
護
団
へ
の
依
頼
件

数
・当
初
予
定
件
数
と
こ
れ
ま
で
の
実

績
結
果
は 

【
答
弁
】
当
初
予
定
件
数
は
町
民
全
世

帯
、
依
頼
件
数
は
47
世
帯
110
人
（
3

月
9
日
現
在
）
、
実
績
は
原
子
力
損

害
賠
償
紛
争
解
決
セ
ン
タ
ー
へ
22
世

帯
47
人
分
の
集
団
申
立
て
を
行
っ
た 

《議員発議》 

○
行
政
全
般
に
つ
い
て 

【
質
問
】
役
場
機
能
本
体
の
県
内
移
動

は
い
つ
か 

福
島
支
所
に
町
長
不
在
時

に
は
副
町
長
と
い
う
約
束
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か 

【
答
弁
】
昨
年
10
月
末
か
ら
福
島
支
所

を
設
置
し
て
対
応
し
て
い
る 

今
年
1

月
か
ら
副
町
長
が
毎
週
定
期
的
に
福
島

支
所
に
駐
在
し
て
い
る 

【
質
問
】
旧
騎
西
高
校
に
避
難
し
て
い
る

方
の
人
数
は 

【答
弁
】
3
月
11
日
現
在
398
人 

【
質
問
】
中
間
貯
蔵
施
設
に
つ
い
て
、
町

長
の
考
え
は 

【
答
弁
】
町
民
の
意
見
に
広
く
耳
を
傾

け
、
議
会
と
も
相
談
し
な
が
ら
慎
重
な

対
応
を
心
掛
け
た
い 

 

▼
羽
山
君
子
議
員 

○
双
葉
地
方
総
決
起
大
会
後
の
取
組
み

に
つ
い
て 

【
質
問
】
大
会
決
議
に
「
国
は
原
子
力
損

害
賠
償
紛
争
審
査
会
の
委
員
に
我
々

を
参
加
さ
せ
る
こ
と
」
と
あ
る
が
、
大

会
後
の
町
の
取
組
み
と
町
長
の
決
意
は 

【
答
弁
】
町
・
議
会
で
も
要
望
し
て
い
る 

ま
だ
実
現
さ
れ
て
い
な
い
が
、
引
き
続
き

委
員
と
し
て
参
加
で
き
る
よ
う
要
望
し

て
い
く 

○
町
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
つ
い
て 

【
質
問
】
県
内
に
あ
る
温
泉
施
設
等
を

個
人
負
担
な
し
で
町
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
場
と
し
て
利
用
で
き
な
い
か 

【
答
弁
】
精
神
面
で
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
場
は
大
切
な
こ
と 

全
国
に

避
難
し
て
い
る
町
民
と
の
調
整
が
伴
う

が
、
今
後
検
討
が
必
要
と
考
え
る 

 

▼
岩
本
久
人
議
員 

○
町
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て 

【
質
問
】
旧
騎
西
高
校
一
次
避
難
所
閉

鎖
の
時
期
は 

自
立
の
た
め
の
方
策
は 

【
答
弁
】
中
長
期
的
な
避
難
先
と
し
て
提

供
を
受
け
る
際
、
期
限
は
設
定
さ
れ
て

い
な
い 
旧
騎
西
高
校
に
お
い
て
自
治
会

設
立
準
備
委
員
会
を
開
催
し
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、
今
後
自
治
会
が
中
心
と
な
っ
て

運
営
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い 

【
質
問
】
双
葉
町
復
興
計
画
の
策
定
時

期
は 

基
本
理
念
は 

【
答
弁
】
平
成
24
年
度
中
の
策
定
を
目

指
す 

基
本
理
念
は
、
①
全
国
に
避
難

す
る
町
民
への
生
活
支
援
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
維
持
継
続
②
仮
の
町
づ
く
り
③
い
つ

の
日
か
町
民
と
共
に
帰
還
し
ふ
る
さ
と

の
再
生
を
目
指
す
こ
と 

【
質
問
】
復
興
に
向
け
て
県
と
の
連
携
強

化
を
ど
の
よ
う
に
図
っ
て
い
く
の
か 

【
答
弁
】
第
一
次
福
島
県
復
興
計
画
の

実
現
に
は
、
市
町
村
と
の
連
携
が
必
要

と
位
置
付
け
て
お
り
、
町
の
帰
還
や
時

限
的
町
づ
く
り
を
検
討
す
る
に
あ
た
っ

て
も
、
国
に
対
し
、
福
島
県
と
連
携
し
て

強
く
求
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る 

○
仮
設
住
宅
等
に
お
け
る
現
状
に
つ
い

て 【質
問
】自
治
会
運
営
費
の
予
算
化
は 

【答
弁
】当
初
予
算
へ補
助
金
を
計
上 

【
質
問
】
自
治
会
運
営
と
絆
事
業
と
の

役
割
分
担
は 

町
の
対
応
は 

【答
弁
】自
治
会
は
住
民
相
互
間
の
融
和

を
図
り
、
絆
事
業
は
支
所
と
住
民
と
の

パ
イ
プ
役
と
し
て
、
町
は
相
互
間
の
調
整

を
図
り
つ
つ
支
援
し
て
い
く 

【
質
問
】
い
わ
き
南
台
仮
設
住
宅
増
設

の
予
定
は 

行
政
機
能
の
設
置
予
定
は 

【答
弁
】検
討
し
た
い 

 

【
一
般
質
問
】
３
月
定
例
会
の
一
般
質
問
は
、

13
日
に
行
わ
れ
、
５
名
の
議
員
が
質
問
し
ま
し
た
。 

内
容
を
要
約
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

《条例の制定・一部改正・人事案件》 

【双葉町役場機能本体を福島県内に戻すことについての決議】 

【双葉町役場機能本体を福島県内に戻すための調査特別委員会設置に関する決議】 

 以上が賛成全員で可決され、双葉町役場機能本体を福島県内に戻すための調査特別委員会が設置されました。 

◎委員長 伊澤史朗 ○副委員長 岩本久人 ・委員 羽山君子 白岩寿夫 高萩文孝 菅野博紀 清川泰弘 

（委員長あいさつ） 

今回の特別委員会の設置につきましては、役場機能本体を福島県内に戻すために、町民の皆様の意見や委員会とし

て候補予定地を様々な角度から調査をし、判断していくものです。昨年の大震災から避難生活が 1 年経ち、他の双葉地

方の町村と、福島県との連携強化のため立ち上げたものです。町民の皆様のご理解をよろしくお願いします。 

役場機能を福島県内へ～特別委員会を設置 

【一般会計】総額６９億９，８６４万７千円 

【国民健康保険特別会計】総額１０億６，１１１万１千円 

【公共下水道事業特別会計】総額３億５，１９９万６千円 

【介護保険特別会計】総額７億８，６８０万８千円 

【後期高齢者医療特別会計】総額２，３９８万円 

 

《平成 23 年度補正予算》 
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